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平成２４年９月１５日に新病院の地鎮式が行われました。ようやく

ここまで来たかという実感です。最初からこの事業に携わってきた一

人として、今までの苦労話を簡潔に述べてみたいと思います。 

 佼成病院新病院建設に関しては、建設予定地の変更、現病院建て替

え案などの意見が錯綜していましたが、突然まったく新しい場所に、

新病院を建築すると言われ、「本当でしょう？」と最初は驚きました。

今まで多くの案がでていたので、今度は本当かなと言う感じでした。

しかし、徐々にその事実を知るにつれ、現実味を帯びてきました。現

在は埋蔵文化財調査も終わり、正式な許可を経てようやく着工です。

新病院開設委員会が発足してから約２年半経過しましたが、その間に

はいろいろなことがあり、それらが走馬灯のように頭を過ります。 

最初の難問は理念の設定でした。理念は「真観」ですが、問題はそ

の解釈です。仏教の教えを病院の理念に当てはめるにはどうしたら良いか。開設委員会の度にこの話題で終

始し、それこそ数時間の討議になることもしばしばありました。そして、本来の病院建築になかなか入るこ

とができない時期でした。しかし、理念は病院の軸になる重要な考えなので、あの時に時間をかけて討論し

たからこそ、今はその解釈についてぶれておりません。次に問題になったのはＮ設計が出してきた設計図で

す。２つに分かれた分棟案でした。これは元からある道路の関係から出たアイデアでした。しかし、道路に

ついて検討を進めていくにしたがい、分棟案ではなく１棟案が浮上してきました。その頃、ゼネコンを決め

るプロポーザルが行われました。担当する竹中工務店がプレゼンを行っていた時は、忘れもしない平成２３

年３月１１日１４時４６分、大地震が襲ってきました。大聖堂に隣接するホールで行っていたのですが、大

聖堂の免震構造が如何に優れているかを目の当たりにしたのも偶然の賜物でした。どのような因縁かわかり

ませんが、竹中工務店が建築を担当することになり、そこで１棟案が提案されました。長時間にわたる討議

を行った結果、何と分棟案から一体型病棟案が採択されたので、またそこから基本設計が始まりました。そ

こでの時間的ロスは数か月にわたりましたが、使いやすさを考えると、一体型病棟案にして良かったと考え

ております。そして、実施設計、多くの事務的作業、院内ヒアリングなどを経てようやくここまでたどりつ

きました。しかし、新佼成病院建築には環状七号線の交差点化の許可等々、住民説明会などもあり、一つの

大きな病院建設の大変さを思い知らされました。本当に一つ一つのことをクリアーするのには、大変な労力

と時間更には、理不尽であり、腑に落ちないこともありましたが、大変勉強になりました。                                   

開院までにはまだまだ多くの難題が山積しております。電子カルテの詳細決定、大型医療機器の選定、内装

など、それこそ考えただけでも気が遠くなりそうですが、佼成病院をご利用していただける皆様にとって、ど

うすれば地域で最も来院しやすく、質の高い医療が提供できるかを考えていきます。 

そして、なによりも患者さんに信頼される病院に致しますので、ご期待ください。 

新佼成病院について          

                         院長 神保 好夫 

 

建物概要 

  名    称：立正佼成会附属佼成病院 

  計 画 地：(住居表示)東京都杉並区和田2丁目25～28 

        (地名地番)東京都杉並区和田2丁目981番1 

  構  造 ：鉄筋コンクリート造免震構造 

  高  さ ：約41ｍ 

  階  数 ：地上10階、地下1階、塔屋1階 

  用  途 ：病院 

  駐 車 場 ：地下1階99台 地上6台 計105台 

  予定工期 ：平成24年9月15日～平成26年6月15日（本体） 

       ～平成26年9月中旬（環七改良工事） 

  許可病床数 340床 うち療養型病床20床 緩和ケア病床20床 
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  看護部長就任挨拶 
                                    畠中 孝子 
 

  
 今年８月１日より看護部長に就任いたしました。 

前任者の意思を引き継ぎ私達看護部は、安全で安心できる看護の提供を目標に取り

組んでいます。看護師が患者さんや家族の方に関わることで、治療や診断が円滑に

進行することや病気や治療に対する苦痛・不安が少しでも軽くなること、日常生活

の質が守られること等役立ちたいと思います。 

 私事ですが、何故私に要請があったのかと悩んだ日々もありましたが、人それぞ

れ果たすべき役割があるのだという結論に至りました。その人が果たすべき役割と

いうのは、人それぞれ皆が持っているのだと思います。それをお互い理解、協力し

ながら果たしていく努力が大切なのだと思います。それぞれの役割がきちんと果た

せた時、それは病院にとっても良い結果に結びつくのだと信じ行動したいと思いま

す。 

 最近気に入っている表現があります。病理科の二階堂先生に教えて頂きました。 

「IN POSSIBLE」のIに ’(アポストロフィ)をつけるとちょっと変形ではありますが、 

「I’n(m) possible」不可能からできると変化します。見方、捉え方で内容が全く変わってくるという

ことを示しています。 

私達は難しいことや嫌なことに出会うと拒否反応が出ます。出来ない・やらないということを前提に考え

るのではなく、どうしたらできるのかやれるのかといった視点で物事を捉えると状況は変わるのだと思い

ます。 

一歩踏み出すことで、見る範囲は変わると言われます。先ずは行動してみるということなのだと思いま

す。そして踏み出す勇気を持って行動したいと思いますのでよろしくお願い致します。 

診 療 科 紹 介 

 当科は数年の間、非常勤医師のみによる診療体制

でしたが、平成２３年４から常勤医が復活し、前任

の許斐医師、櫻井医師に続き現在、部長として診療

致しております。 

 耳鼻咽喉科といっても意外と幅が広いもので、難

聴、耳鳴りや中耳炎といった耳の病気、アレルギー

性鼻炎、副鼻腔炎（蓄膿症）といった鼻の病気、扁

桃炎や咽頭炎、声嗄れ（嗄声）といった喉の病気な

どはもちろん、その他に、めまいも耳鼻科の病気の

ことが多いですし、いびき、無呼吸（睡眠時無呼吸

症候群）といったものも当科で診療しております。

以上のような部位でお悩みのことがありましたら一

度受診、御相談頂ければと思います。 

 今後とも患者様の側にたった姿勢を大事にする医

療を心がけていきたいと思いますので、何卒宜しく 

お願い申し上げます。 

耳鼻咽喉科 

耳鼻咽喉科部長代行 矢富 正徳  

矢富部長代行  塩田技士 渡辺さん 田玉さん 

    平澤研修医  野村看護師 杉本さん 



Page 4 

 当院産婦人科は慈恵医大の医師派遣先となっており木村英三部長（副院長）、中野真医長、松野香苗

医師の常勤医３人と慈恵医大医局ならびに女子医大出身の非常勤医で診療にあたっています。慈恵医大

の創設者、高木兼寛の建学の精神『病気を診ずして病人を診よ』すなわち、病める人を全人的に治療す

る事が重要であるという姿勢を常に忘れないように心掛けています。これは佼成病院の理念である真観

と深く通じるものがあると考えます。 

病棟は西館５階、外来は診療センター５階にあり、病床数は33床で婦人科と産科の混合病棟です。以

前は分娩が多かったのですが少子化も影響して現在は減少傾向にあります。近年、多くの施設で産科病

棟は個室が多く、婦人科とは一線を画しています。２年後に完成予定の新病院ではそのようなことも考

慮した設計になっていますので、妊婦さんの要望にある程度応えられるものと期待しています。分娩数

に比して助産師は充足されており、妊婦健診ならびに分娩介助に際しては個々にきめ細かな看護が可能

です。妊娠中のマタニティークラス、産後の若葉サークル（母親と子供の親睦会）、母乳育児相談も好

評です。また公的機関からの要望に応じて生保や入院助産制度適応の妊婦も受け入れており、また分娩

を取り扱っていない開業医の先生方のところで妊婦健診をされている場合、妊娠後期からの紹介もいた

だいております。胎児染色体異常の推定血清診断であるクアトロテスト、確定診断の羊水染色体検査、

不幸な妊娠中期中絶などにも対応可能です。 

 婦人科では感染症、子宮筋腫、子宮内膜症、更年期障害などの治療、子宮がん検診（精密検査を含

む）はもとより、良性腫瘍の一般的な手術、悪性腫瘍の診断・根治手術（それほど待たないで手術可能

です）・化学療法（外来化学療法を含む）・放射線療法を積極的に行っています。婦人科悪性腫瘍研究

機構（JGOG）の登録認定施設でありグローバル臨床試験を含め、最新の知見に則した治療が可能です。

他方、多くの癌センター、大学病院と異なり、積極的な治療が難しくなった方には引き続き緩和ケア科

とも連携して、闘病の最後まで最善の対症療法が可能な環境は、ご家族からも高い評価をいただいてお

ります。 

今後とも是非、患者さんをご紹介ください。また、急ぎの場合などは部長または医長あてに直接、電

話にてご相談いただければ敏速に対応させていただきます。 

  

  

産婦人科 

手術写真：チームワークは抜群
後列左より 久田医師（非常勤）、高畑看護師 

前列左より 松野医師、木村部長、中野医長 

産婦人科部長 木村 英三 
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当院の小児科は、現在多田、水上の２名の常勤スタッフ

と、数名の非常勤医師で診療にあたっています。午前は一

般外来で、午後は一般外来の他に予防接種、専門外来、乳

幼児健診（木曜日）を行っています。 

多田医師の専門は、小児心身症で、クリニックでの対応

が難しい神経性食欲不振症などの患者に入院も含めた対応

をしています。水上医師の専門は小児循環器で、先天性心

疾患、川崎病後の児など心エコー検査等の精査を含めた診

療を行っています。２名とも小児科医として総合診療が基

本にあり、気管支喘息、肺炎、腸炎等のcommon disease

（一般的な病気）の診察が毎日の診療の中心になります。

その上で、病院としての機能を活かした検査、点滴、入院

治療を行っております。 

今後も地域の先生方と緊密な医療連携を取り、紹介・逆紹介を徹底し、病院としての機能をさらに充実さ

せつつ、検査、点滴依頼だけでも気軽に紹介いただけるような病院にしていきたいとスタッフ一同考えて

おります。よろしくお願い致します。  

小 児 科 

小児科部長 多田 光 

 

 

 

  

 当科は順天堂医院眼科医局派遣先であり、現在常勤医師１名と非常勤医師とで診療を行なっています。

又、日本眼科学会専門医制度研修指定病院として、若い先生の専門医取得の為の教育施設でもあります。

外来では、主に結膜炎、白内障、緑内障、糖尿網膜症などの眼科一般診療、又他科より紹介の全身疾患の

眼合併症の診療を行なっています。手術は主に白内障を入院にて行なっています。視覚障害者の身体障害

者指定医、視覚障害者用補装具適合判定医として、視覚障害を持った患者さんがより快適な日常生活を送

れるよう助言をしています。地域密着型病院として、近医と医療連携を密に取りより患者さんに寄り添う

医療を目指していますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。 

眼 科 

   横田技士     堀内部長   高橋さん 

     島田技師       酒井看護師   

眼科部長 堀内 永子 
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 「ストレスの種類とその対処法」 
                         

こころの相談室 相談員 臨床心理士 高田洋子 
 

 現代に生きる私たちにとって、「ストレス」は何と

馴染み深い言葉になっていることでしょう。「ストレ

スがたまる」「ストレスを乗り切る」など日常よく耳

にするところをみると、どうやら多くの人がストレス

は心身に良くないことを体験的に知っているようです。

でも「ストレス」とは何なのでしょうか？ 

 長年のストレス研究の中で、「ストレス」とは①ス

トレッサー（外から心身に加わる力）②ストレス（ス

トレッサーによって出来るへこみ）③ストレス反応

（へこみに対抗してもとに戻ろうとする作用）に分け

られています。ストレスの構造を図に示すと図１のよ

うになります。 

ストレッサーには、いわゆる人間関係や仕事の負担

など社会的、心理的な出来事はもちろんのこと、気候

や騒音、化学物質やウィルスなど身体的なものもあり

ますから、そう考えると私たちは日々ストレッサーの中で生きていることになります。まさに「ストレス

がたまっていく」訳です。ストレッサーによってへこんだ心身はそのへこみを押し返そうとしていろいろ

な反応をします。 

  

 からだの変化～腹痛・胃痛・頭痛・汗が出る・心臓がドキドキ・肩が凝る など 

 気持ちの変化～イライラする・ドキドキする・落ち込む など 

 行動の変化 ～落ち着かなくなる・眠れない・食欲がない/ありすぎる・せっかちになる・酒、煙草の量

がふえる など、 

 

これらの反応は言うまでもなく人により様々です。身体症状に出やすい人、気分で反応する人、また行動 

に反応が出ているのにそれがストレス反応だとは気付きにくい人。同じストレッサーにさらされても反応 

しやすい人もいれば、全然平気な人もいます。ストレスに対する反応には個人差が大きいことを皆様もき 

っと実感しているのではないでしょうか？ 

ストレス（ストレッサー）への強さ、弱さはなにで変わってくるのでしょう。図１での「個人差要因」

に付いている「体質」「心」「習慣」が変化すれば、個人差も変化していきそうです。「体質」は生来的

な要因が多いと言わざるを得ません。自分の体質を客観的に知っておくのは役に立ちますが、根本的に変

えるのはそう簡単ではないでしょう。「心」とはそもそも何なのか？性格とストレスの関係はあるので

しょうか？「心」そのものを鍛えることができるのでしょうか？そこで「習慣」です。「習慣」＝「目に

見える行動」として人を捉えようとする考え方です。その人がどんな暮らし方をしているかで、その人が

何を大切に思っているか、何を目的としているか、どんな人間関係を築いているか、健康を維持していけ

るかなど、その人の輪郭を示すことになります。そして「行動」は変化させることができます。自分の生

活習慣を見直してストレスとどのように関わっているのかを知ることが、ス トレスに強くなる第一歩で

す。 

健 康 教 室 

健康教室 

 

ドクターや看護師、栄養士などが講師として、身近な健康

をテーマに講義します。 

今回は2012年7月12日に開催された健康教室の内容をご

紹介しています。 
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 さて、「ストレスがたまったから発散したい！」と、どなたでもおっしゃると思います。 

これはストレス反応に対する対処です。ストレスを感じて何とかしたいと思った時の方法を図２の様に

整理してみます。 ストレッサーによっては、消極的対処がベストのこともあります。 

ただ、回避的な対処法はストレスをかえって増大させるという研究もあるそうで、逃げてばかりではだ

めなようです。 

最後に、感情中心対処に分類した

「リラックスに努める」についてのお

勧めです。 

『リラクゼ―ション』という言葉をお

聞きになったことがあると思います。

「リラックスする」とは、ストレスの

ない状態、ゆったりした状態ですが、

その時は良くても、またストレスに会

うと同じ辛さを感じてしまうもので

す。リラクゼーションは特別な方法に

よって生まれる特殊な状態を指し、心

身をふんわりしなやかに包んでストレ

スに対しての復元力が増すものです。

最近では脳機能そのものの変化も明ら

かにされつつあると聞きます。リラク

ゼーションは繰り返し練習することが

大切です。日常簡単にできることをひとつご紹介します。 

試してみてください。 

 

 

「呼吸の数を数える」 

  横になるか、椅子に楽な姿勢で腰掛ける 

  体の力を十分にぬき、姿勢に偏りがないようにして、 

ゆったりとした腹式呼吸をする。 

 「吸って、吐いて」で「1」、また「吸って、吐いて」で「2」、というように10まで数える。 

途中でいくつまで数えたが分からなくなったら、静かにまた1に戻って数えていく。 

 呼吸のペースはゆったりとしていれば自由でよい。数えることに一生懸命にならない。 

 

 

 

「『ヒト』は、ストレスを貯めておけるようになったことで環境への適応を高めた。」という考え方

もあります。ストレスを乗り超えてこそ成長や進歩があると言うのも本当だと思います。ただ、つぶれ

ないように乗り切っていきましょう。そうやってつぶれずに日々を過ごしていると、次に同じストレッ

サーに当たった時、それがストレッサーではなくなっているかも知れません。 
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  ①氏名 ②診療科 ③入職年月  

  ④卒業大学 ⑤専門医・専門分野等 

  ⑥担当・外来日等 ⑦抱負 

 

① 沼﨑 進    

② 泌尿器科 

③ 平成24年7月入職 

④ 平成13年 東京慈恵会医科大学卒業 

⑤ 日本泌尿器科学会専門医・指導医、日本泌尿器内視鏡学会、日本性感染症学会 

  身体障害者福祉法指定医（膀胱・直腸障害） 

⑥ 泌尿器科全般 

⑦ 鉄道が好きで特に新幹線が大好きです。また、時刻表を読むのも好きで、時刻表  

  検定1級（笑）をもっております。 

 

① 樽見 さおり 

② 皮膚科 

③ 平成24年7月入職 

④ 平成22年3月北里大学卒業 

   同  4月東京大学医学部附属病院初期研修  

  平成24年4月同大皮膚科入局 

⑤ 後期研修医 

⑥ 皮膚科全般 月、水、木、金、土 

⑦ 多くの患者さんのお役に立てるよう、丁寧で分かり易い診療を心がけてまいります。 

 

① 荒川 崇大 

② 整形外科 

③ 平成24年8月入職 

④ 平成21年3月山梨大学医学部卒業 

⑤ 後期研修医 

⑥ 整形外科一般、毎週火曜、第1､3､5土曜日 

⑦ 宜しくお願いします。 
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新入職医師紹介 

 

① 武田 幸樹      

② 外科 

③ 平成24年4月入職 

④ 平成20年3月 日本医科大学卒業 

    同 4月 同大研修医 

  平成22年4月 同大消化器外科入局 

⑥ 外科全般 
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当院では７月より最新型全身用骨密度測定装置を導入いたしました。 

そこで今注目されている骨粗鬆症の診断が迅速に行うことができるようになりました。 

 

■骨密度とは 

骨密度とは、骨の硬さ（強さ）を表す尺度のひとつで、骨の中にカルシウムやマグネシウムなどのミネ

ラルがどのくらい詰まっているかということを数値化したものです。骨密度が低下すると、骨がもろく

なり骨折しやすくなります。  

 

■骨密度の測定方法 

骨密度測定とは、ｘ線や超音波を使って、骨の中に詰まっているカルシウムやマグネシウムなどのミネ

ラル成分の量を測定することです。骨密度の測定方法はいくつかありますが当院での測定部位は、Ｘ線

を使用し腰椎（腰骨）、大腿骨、を標準で行っております。 

検査時間は約10分程度です。 

 

■骨密度測定結果の見方 

骨密度測定を受けて出た結果から、自分の骨密度が正常値かどうかを知ることができます。基準となる

のは、同年齢の骨密度の平均値と、骨量が最大となる２０～４４歳の若年成人の平均値（YAM）です。 

・当院では下記のように結果説明を表記しお渡ししております。 

 

骨粗しょう症にならないために骨密度を増やすにはカルシウムの効率的な摂り方が必要です。 

骨の健康に欠かせないのが、カルシウムで骨密度を増やすには、このカルシウムをいかに効率よく摂取

し、骨に沈着させるかがポイントになります。とくに骨は30代まで成長するといわれています。 

 

■骨密度低下の原因 

骨密度は、男女問わず加齢により徐々に低下していきますが、その速度には個人差があります。生活習

慣や体質、抱えている病気などによって、早くから骨密度が低下する人や、もともと骨量・骨密度が低

い、または増えにくい人がいるのです。 

 

そのため定期的な骨密度検査が骨の健康維持に役立ちますのでぜひご利用ください。 

最新型全身用骨密度測定装置 

全身用骨密度測定装置 PRODIGY（GE Healthcare） 
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①  

②  

③          ④ 平成14年3月東京医科大学卒業。東京医科大学病院、八 

   

   

⑤  

⑥  

⑦    

   

全身体組成 

大腿骨 

腰椎正面 
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２１世紀の高齢化社会を支えていくためには、看護の心、

ケアの心、助け合いの心を広く国民が分かち合うことが必要

です。このことを、老若男女を問わず誰もが認識するきっか

けになるように「看護の日」が１９９０年に制定されました。

近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲールの誕生日に

ちなみ、５月１２日とされました。当院でも毎年この時期に

合わせ、今年は５月９日から１１日まで、診療センター１階

で「看護週間行事」を実施しました。無料で身長や体重、腹

囲をはじめ血糖値やＢＭＩなどの測定、栄養士による栄養相

談が行われました。展示コーナーでは、「災害時に身近にあ

るもので行える応急処置について」・「熱中症について」・

「生活習慣―血圧、血糖に関連する食事や疾患―」を記した

ポスターを作成し貼り出しました。実行委員の看護師が一人

一人丁寧に応対し、時には看護相談としてじっくりお話を伺

ったり、地域の皆さまに御自分の健康状態を知って頂き健康

に対する意識を高めていただこうと行事を行いました。期間

中、お見舞いに来られた方、地域の方など１６０名が参加さ

れました。 

来場者のアンケートには、「健康管理にとても役立つと思

う」「手作り感がとても好感が持てた」「血管年齢や骨密度

も測定してほしい」「高齢者にとってはありがたい、健康を

気にする年齢なので年２回してほしい」「勉強会（健康教

室）にも参加したい」など多数のご意見をいただきました。 

今後もこれらのご意見を参考にし、看護週間行事を続けて 

いきたいと思います。 

 

 

  

「看護の日」看護週間行事   

    ～看護の心をみんなのこころに～ 

    血圧測定 

スタッフ全員で記念撮影 

    相談風景 



ホームページもご覧ください 
http://www.kosei-hp.or.jp 

           立正佼成会附属佼成病院 

〒164-8617 東京都中野区弥生町5-25-15 
℡  ０３（３３８３）１２８１（代表） 

Fax  ０３（３３８２）８９７２ 

周辺拡大図 

周辺地図 

編集後記 

今年の夏は例年になく猛暑が続き熱中症の患者さんが多く

いらっしゃいました。また、オリンピックの年でもあり、

ロンドンでは世界中の選手や、応援の人々が訪れ、さぞ熱

気に包まれたことでしょう！さらに熱い熱い夏となりまし

た。若いアスリートたちの活躍に皆テレビにくぎ付けとな

り、眠れない夜が続いた方も多かったことでしょう。 

さて、当院は今年、創立60周年を迎え、８月に大々的に開

設記念式典が開催されました。また、広報誌も５号を発行

するに至り、盛りだくさんな内容となりました。お読みい

ただき、ご感想をお寄せいただきましたら幸いです。 

Ｙ編集委員 

 

  面会時間 

 
    平日・土曜日 

  14:00～20:00 

 

      日曜祭日 

  11:00～20:00 

 
※５西病棟（女性病棟） 

 平日・日曜祭日共 

 14:00～20:00 

 

 

 高麗巾着田 曼珠沙華（彼岸花） 

               撮影 佐藤 恭央 


